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H//C軸に磁場を加えた結果は図 1 (実凍)に示す通 りで､自発磁化のほか2段のとび
が見られ､飽和磁化は1.5FLt,である｡点線は静磁場下での磁化過程を示す｡ 1段目のとび
においてパルス磁場下の方が ヒステ リシスの幅が大きく､磁場の速い掃引速度に対 し転移
磁場に遅れを生 じていることが分かる｡転移磁場はヒステ リシスの中央をとると､迂C1-27
kOe､Hc2=163kOeである｡冒//a軸に磁場を加えたものは､磁場に対 し直線的に磁化が増加
し､35Tでも 0.6Fもであった｡H//C軸のモーメン トの大 きさは､飽和磁化の1/5-1/3
-1と変化 した｡零磁場における磁気構造は中性子回折より知 られ､T7.-8.5K以下で各モー
メン トは C軸方向を向き､ C面内はferro､
C軸方向に波数q=4/5(C/t)のsquareup構
造をとっている｡これは､飽和磁化の1/5
の自∵発磁化を持つ という我 々の結果 と一致
する｡ 2段目における磁気構造は不明であ
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